平成21年5月11日
Gecbo事務局　
平成21年度開設新規プログラム
「ケース・ライティングを通じた分野横断型課題発見セミナー（通称、課題発見セミナー）(I)、(II)」
ガイダンス資料
1．概要
G.ecbo（グローバルインターンシップ*推進拠点の形成）プログラムは、国際協力研究科(IDEC)で実施している大学院教育プログラムを複数の研究科・専攻に拡張し、分野及び文化横断的視野を持ち国際社会で活躍できる高度専門職業人や研究者を継続的に輩出することを目的としています。
本プログラムでは、中核となるグローバルインターンシップを効果的に実施するため、事前研修と事後研究、遡上教育を実施するサンドウィッチ型の教育を行っています。本セミナーは、インターンシップでの活動や体験を通じて自らが感じた様々な事柄を、専門的に探求すべき課題として明確化させることを主な目的として実施されます。具体的には、途上国農村の生活を疑似体験するアフリカルチャーゲームワークショップと体験事例作成の2つの活動を行う予定です。
*
グローバルインターンシップとは、博士課程前期学生の海外インターンシップ、国内インターンシップ、第三国インターンシップおよび博士課程後期学生の遡上教育の総称
2．セミナーの目標
・開発途上国を模した状況を疑似体験することにより、現実の世界の要因が複雑に絡み合う様子を体感するとともに、そこから注目する問題を切り取る方法を体得する。
・インターンシップ後、参加者が行った個々の活動について本セミナーを通じて省察させることにより、参加者が置かれた環境の中での課題を明確化する。
・同じ状況を疑似体験した他分野の参加者の事例（複数の視点）に触れ、議論する機会を与えることにより、将来学際的複合・融合分野に取り組んでいく際に必要な複眼的思考態度を涵養する。
3．夏期プログラム参加者対象実施スケジュール
・「課題発見セミナー(I)」(前期実施)
6月8日（月）又は９日（火）の2時間～2コマ：ガイダンス及びケースラーニング体験
6月13日（土）：アフリカルチャーゲームワークショップの実施
6月19日（金）：構想・企画案提出
6月29日（月）又は30日（火）：構想・企画案の発表と質疑応答。その後の取り進めについての説明。
7月17日：ケース第1案＋授業案提出。
7月21日（火）～：TA、RA並びに担当教員とやり取りの上、ケース第1案と授業案の修正。
7月末日：課題の最終版提出。
・「課題発見セミナー(II)」（後期実施）
インターンシップ終了後2週間以内にケース作成の構想・企画案の提出。
帰国報告会又は後期「課題発見セミナー(I)」の構想・企画案発表に併せて発表。
構想発表後3週間後：ケース第1案＋授業案完成。
⇓個別の内容指導。又は後期課題発見セミナー第1案質疑応答に併せて発表。
構想発表後7～8週間後：最終版提出
4．参考図書、資料 
・ケースメソッド及びケース・ライティングに関する概要並びに作成ガイドライン（主にPPT資料）。
・セミナーでの模擬授業で用いるケース（事例）。
・入手可能なケース（事例）については、事務局で保管。その他については、URL等情報提供予定。
5．その他
・使用言語：前期のワークショップにおいては、日本語を主とし、留学生へは英語で個別対応。
　　　　　　その他は、できる限り日英2言語で対応する。
・提出課題：A4紙5枚程度のケースと授業案。
・構想・企画案及び授業案の内容：
(1) 主要課題は何か（何を問題と考えたか。何を伝えたいか。）
(2) 誰を対象とするか　⇔対象者にとって必要な予備知識は？
(3) 使用した参考図書・資料
(4) ケースの要約
(5) ケースの内容
状況設定：　いつ、どこで、だれが、何
登場人物：　主人公、他のアクター
何：　何をなそうとしているのか/ 利害、動機、目標は何か/どんな問題に直面しているか/
ケース内に盛り込む一連の具体的なエピソード（あらすじ）
(6) 作者によるケースの分析（但し、実際のケースの中ではやらない）
(7) ケースについての付加的情報など
とする。構想・企画案では、(1),(2),(4),(5)を、ケース最終版に添付する授業案には、(1)~(4)及び(6),(7)を盛り込むこと。
以上
